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(No.724)第10話 見えない有害成分 

－加熱式タバコはその健康被害は紙巻きタバコと同等... 

 タバコに火をつける場面は減ってきています。というのは皆さんも知って

のとおり加熱式タバコが増えてきているからです。左のグラフにあるよう

に、年齢によってばらつきますが平均すると１/４程度の喫煙者はタバコに

火をつけません。  

(No.725)第11話 タバコに苦しめられるのは誰 

－タバコは、周りの人にも気づかないうちに害が及ぶ... 

  タバコを吸い始めニコチン依存症になってしまうと、毎日どこかで喫煙し

なければならなくなります。タバコの煙や加熱式の水蒸気に含まれる有害成

分は喫煙者の周りに広がるので、周りの人にも毎日タバコの被害が及びま

す。空気中に広がった有害成分は見えませんが、左図のような健康被害の可

能性があるのです。とりわけ身近な家族がその被害にあう確率は大きくなり

ます。  

(No.726)第12話 ポイ捨て 

－ポイ捨ての吸い殻が積もり積もって環境汚染につながっている... 

 タバコを吸うと必ず吸い殻が発生します。ほとんどの喫煙者は喫煙場所の

灰皿に吸い殻を捨てている事でしょう。しかし、写真のような光景を目にす

ることがありませんか。灰皿がない所で喫煙し、その場にポイ捨てする人も

少なくありません。  

 捨てられた吸い殻は雨風に流されて、いろいろなごみと一緒に溝から川

へ、そして海に行きつきます。ポイ捨てした人にとっては「たった一本の吸

い殻ぐらい」という感覚でしょうが、それが積り積もると自然環境に影響す

るほどになるのです。  

(No.727)第13話 禁煙しましょうよ 

－加熱式タバコなら大丈夫?... 

  煙がでない加熱式タバコにも従来の紙巻タバコと同じようにニコチンが含

まれています。喫煙した際のニコチン濃度はグラフにあるように少し低いで

すが、だからと言って「健康被害が少ない」とか「禁煙しやすい」という訳

ではありません。  

 そんな「加熱式タバコだから大丈夫」だという思い違いに対し、下図のよ

うに注意を呼び掛けている市町村もあります。吹田市や浜松市の例では、注

意とともに「だから禁煙しませんか、お手伝いします。」と広報していま

す。  

(No.728)第14話 微粒子 

－タバコの煙の粒子は非常に小さい事... 

  喫煙者の吐きだすタバコの煙は白く見えても、すぐに消えてしまいます。

ところが、ニオイはしばらく残ります。つまり、見えなくなってもタバコの

成分が漂っているわけです。  

  それもそのはず、上図の空気中に漂う物質の大きさを見比べてください、

タバコの煙の粒子は花粉の１/１００しかないほどすごく小さく、細菌や... 
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